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令和７年度第３回島田市男女共同参画推進委員会 会議要録 

 

１ 日時 

令和８年３月４日（水）19時～20時 30分 

 

２ 場所 

島田市役所３階 大会議室（西） 

 

３ 出席者 

  委  員 ：犬塚協太 氏、松浦優子 氏、丸尾友美恵 氏、増田せつ子 氏、林 邦彦 氏 

  事 務 局 ：齋藤部長（地域生活部）、林課長、川本課長補佐、天草（市民協働課） 

 

４ 内容 

(1) 資料の確認 

事前郵送資料 ／ 次第、資料１－１、資料１－２、資料２  

（次第、資料２については、最新の資料に差替。） 

追加配布資料 ／ ①令和７年度 第２回男女共同参画推進委員会ヒアリングシート 

②輝く女性人材育成事業～花咲かプロジェクト 参加者アンケート 

集計結果 

 

(2) 齋藤部長挨拶 

 

(3) 報告事項 

① 男女共同参画推進会議における審議の結果について 

資料１－１，１－２にしたがって、事務局より説明。 

《質疑》 

Ａ 委 員：Ｓ評価が新設されたことはわかったが、加えて、Ａ評価以下の達成率 

も変わっているということか。 

より細分化して分かりやすくしたということか。 

事 務 局：評価ごとの達成率の範囲が変更されたもの。 

例えばＡ評価の場合、これまでは 80％以上はＡ評価となっていたが、 

今後は 80％はＢ+評価となり、81％以上がＡ評価となる。不等号で言 

う≦と＜の変更。 

Ｂ 委 員：実施計画書の様式が変更され、実績から見た評価の他に、課題や今後 

の方向性が追加された点がわかりやすくなってよい。 
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一方で、この実施計画書の各取組の目標設定がそもそも甘いと感じる。 

民間企業の場合では、ほとんどがＢ評価で頑張ってＡが取れるかどう 

かというもの。 

全体的にもう少し目標を高く設定してもよいのではないかと感じた。 

事 務 局：各取組の計画・目標値は担当課ごとに定めているため、今後より高い 

目標を設定し取り組んでもらうよう、事務局から担当課へ促していき 

たい。 

Ｃ 委 員：こうした実施計画というものは、ものによっては県によってきちんと 

した基準が定められているものがあるが、この実施計画書はそうでは 

ないのか。各課が独自で目標を設定しているものなのか。 

Ｄ 委 員：この実施計画においては、取組ごとにその目的や方向性が異なるため、 

一律に全ての事業を見るというやり方は困難である。 

様々な課が多様な事業をしているため、そこにどのような数字を当て 

はめていくかは、各課の事業ごとに異なる。 

Ｃ 委 員：では、目標の立て方に基準は無いということか。 

Ｄ 委 員：個々の設定が妥当かどうかを判断するのが、まさに我々委員の役割だ 

と思う。 

委員会で各取組について十分議論し、個々の事業については、考え方 

や事業の性質がさまざまであるため、課ごとに考えてもらうのが良い。 

Ｂ 委 員：課ごとに目標設定をするとなると、基準を厳しく設ける課は評価が低 

く、基準が甘い課は評価が高くなってしまい、ばらつきが出てしまう 

のではないか。 

事 務 局：それぞれの事業に対して設定しているものなので、評価の低い課は目 

標達成に向けて取り組んでもらい、評価の高い課については、それで 

満足することなく、より高い目標を設定して取り組んでもらうよう促 

していく。 

Ｂ 委 員：民間企業であれば評価が自身の給与に直結するが、その点はいかがか。 

事 務 局：行政の場合、この実施計画書の評価自体が個人の給与に直接反映され 

ることはないが、幹事会、推進会議、推進委員会等の会議において進 

捗状況を確認するとともに取組内容等についての評価を行い、各事業 

の推進に努めている。 

Ｄ 委 員：評価区分や様式の変更については委員から異論はないようなので、こ 

のまま進めていただきたい。 

来年度から変更されるとのことで、我々も取組ごとの内容がより適切 

かどうか、今後判断しやすくなることと思う。 
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② 令和７年度男女共同参画推進事業の進捗報告について 

資料２にしたがって、事務局より説明。 

《質疑》 

Ｃ 委 員：２（６）人材育成事業『輝く人材育成事業～花咲かプロジェクト～』 

について、全４回の参加者は全て同じ参加者が出席しているのか。 

事 務 局：第１回から第４回まで通して参加する人もいれば、部分的に参加する 

人もいるため、毎回同じ参加者数ではない。 

Ｃ 委 員：参加人数が少ない。平日のこの時間帯に開催することが妥当なのか。 

内容が良いので自分もできることなら参加したいのだが。 

事 務 局：開催の曜日や時間帯については、計画当初から悩んでいたところであ 

るが、新規事業として初めての開催ということで、今年度は試験的に 

この開催日時としてみたという経緯がある。 

参加者数については、考えられる広報周知は一通り行い、大学にも直 

接参加者募集の依頼をしたが、なかなか人数が集まらなかった。 

ぜひ来年度は多くの方に参加していただけるよう工夫をして開催した 

い。 

来年度事業に向けては、後ほど改めてご意見を伺いたい。 

Ｂ 委 員：自社でも本事業についてＰＲしたが参加希望はなかった。 

対象者が 20代～40代女性となっていたのがネックになったのかもし 

れない。 

事 務 局： 本事業については、どの年齢層を対象とした人材育成事業とするか等、 

     ある程度、目的を明確化した方が良いと考え、ターゲットを設定した。 

設定した対象者以外（男性など）にも広く参加してもらえるように、 

チラシ等には「その他関心のある人」も参加できると表記はした。 

どの事業も参加者の伸び悩みは課題であり、ターゲットの設定が要因 

のひとつにあることも視野に入れて、来年度は再度検討したい。 

Ａ 委 員：３（３）出前講座の実施 について。初倉民生児童委員協議会への講座 

は、委員が再編されるタイミングだから行ったのか。それとも毎年継 

続して行っているものなのか。 

Ｃ 委 員：初倉民生児童委員協議会では年に２回自由なテーマで研修を行える機 

会がある。 

今年はたまたま「ＬＧＢＴＱについて学べる機会がなかなかないから」 

という理由で開催することとした。 

事 務 局：島田市では「ふれあいしまだ塾」という各課の職員が出前講座を行う 

     事業がある。講座を希望する場合は、一覧から希望の講座を選んで、 

担当課へ申請を出していただくこととなっている。 
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初倉民生児童委員協議会は、その「ふれあいしまだ塾」の講座一覧の 

中から、性の多様性に関する出前講座を選んでいただいたもの。 

Ａ 委 員：初倉という地域柄、女性活躍に関心の高い人が多いのではないかと思 

う。しかし、他の地区の民生委員に向けてもぜひこういった講座をや 

っていただきたい。 

Ｅ 委 員：資料を見ていて、全体的にいろんな方向性からセミナー等のイベント 

を行い、男女共同参画の啓発に努めている印象を受けた。 

３（２）性の多様性に関する展示の開催 についても、たまたま庁舎に 

立ち寄った際に目にしたが、人通りの多いロビースペースで展示する 

ことで、多くの人の目に触れる機会となり良い取り組みだと思った。 

１年間の事業の流れを見ていてもったいないと感じた点は、セミナー 

等のイベントが１月から２月に集中していること。 

７月のフォーラムから繋げる形で開催すれば、フォーラムから参加者 

を引っ張ってくることができたのではないか。 

また、フォーラムの前に企業職員との意見交換会を行った点も違和感 

がある。 

事 務 局：フォーラムの前に企業職員との意見交換会やアンケートを行ったこと 

については、年度当初、テーマは経済（企業編）と決まっていたが、 

どのような内容で、フォーラム（パネルディスカッション等）を行っ 

ていくかということまでは定まっていなかった。 

そのため、まずは、企業に勤める人がどのようなことを考え、また課 

題を抱えているのか等について、直接伺う必要があると考え、意見交 

換会を実施した。 

また、意見交換会だけの意見だけでなく、より広く多くの意見を伺う 

必要があると考えアンケート調査も実施した。 

意見交換会もアンケート調査も、フォーラム開催に向けた準備（資料） 

として実施したもの。 

人材育成事業については、新規事業であり、フォーラムの準備期間と 

同時進行で企画することが難しかった。 

本年度の反省を生かし、来年度はもう少し早めに準備に取り掛かり、 

フォーラムの流れから人材育成に繋げることができるよう努めたい。 

セミナーなどのイベント事業を開催するにあたっては、広報しまだで 

の掲載周知（掲載依頼の締め切り）などを勘案すると、遅くとも開催 

日時の２か月前には、内容や講師の調整、チラシ等の作成が出来上が 

っている必要がある。 

フォーラムの開催後、庁内会議、人材育成事業、セミナー、そのほか 
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の各事業を、順次、取り組んできた中で、セミナーの開催が年明け 

に集中してしまった。 

本年度は、諸事情により職員が１名減の状態で実施しているという事 

情もあるため、来年度は体制を立て直して計画的に進めていきたい。 

Ｄ 委 員：全体のスケジューリングについては、Ｅ委員のご指摘のとおりである 

     が、１年間の取組としては、バラエティに富んだ事業を多面的に実施 

     しており、たいへん充実している。 

一つ一つの事業の質はとても良いと思うし、他市町と比較しても、島 

田市は、良く頑張っていると思う。 

残念なのは、各イベントの参加者数が少ないこと。島田市の人口規模 

を考えれば妥当と考えられる面もあるかもしれないが、もう少し増え 

るともっと良い。 

フォーラムについては、意見交換会やアンケート調査などの準備段階 

を経て、それらのデータ分析などを踏まえて開催しており、非常に良 

かったと思う。 

また、意見交換会の参加者をフォーラムに取り込んだことも良かった。 

フォーラムと人材育成がうまくリンクできるように、フォーラムから 

人材育成事業へと参加者を引っ張っていけると良い。 

 

(4) その他 

①事業ヒアリングにおける商工課の回答について（報告） 

その他の資料「令和７年度 第２回男女共同参画推進委員会ヒアリングシート」 

にしたがって、第２回男女共同参画推進委員会（事業ヒアリング）において、

持ち帰りとなった商工課の回答について、事務局より説明。 

《質疑》 

Ｅ 委 員：そもそも、なぜ参加者数を低く設定していたのか。 

事 務 局：商工課の事業のため、あくまで推測だが、元々これ以上の参加者数の 

     需要をもう見込めないと考えていたのではないか。 

しかし、別の角度からアプローチすれば、もう少し参加が見込めるか 

もしれないということで、今回目標を引き上げる決断をしたのではな 

いか。 

Ｄ 委 員：先ほどＣ委員からの話でもあったように、我々が一つ一つの取組の 

目標設定を丁寧に見ていかなければならない。 

それは今後も継続して行っていきたい。 

 

②令和８年度 第１回 男女共同参画推進委員会の開催日時について（相談） 
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令和８年度 第１回 男女共同参画推進委員会の開催日時について相談。 

《決定》 

令和８年８月 19日（水）19時から開催することで一致。 

 

③令和８年度事業について（相談） 

女性フォーラムの開催テーマ、人材育成事業の方向性について相談。 

《質疑》 

Ｃ 委 員：ジェンダーギャップ指数の低い政治・経済分野に関するテーマでこれまで 

行ったとのことだが、教育分野ではどのような課題があるのか。 

Ｄ 委 員：日本では、教育分野は政治・経済分野と比較して順位は良いが、内訳 

が問題で、初等・中等教育までは世界トップレベルであるものの、高 

等教育に上がった途端に順位が下がっている。 

世界的には女性の方が多く進学している国もある中で、日本は女性の 

進学率が低い。このことが、ゆくゆくは政治・経済分野での順位に響 

いていってしまう。 

表面的な順位ではわかりづらいが、こうした問題が日本にもある。 

Ｂ 委 員：ジェンダーギャップをなくすという意味では、これまでと同じように 

ジェンダーギャップ指数が低い政治や経済を扱うのが良いのではない 

かと思う。 

Ａ 委 員：今年度のフォーラムが非常に良かった。もう一度やっても良いのでは。 

次から次にテーマを変えるのは、事業として大変なのではないか。 

事 務 局：同じように経済分野でやるとして、人材育成事業にはどのように繋げ 

ていくべきか。 

Ｄ 委 員：たしかに政治と経済は最大の課題であるため、以前開催した内容を発 

展的にしたものをやる方法もある。 

これらの問題が大事であるということを参加者自身も理解しているた 

め、参加者の満足度も高いのではないかと思う。 

仮に人材育成事業に繋げるとすると、島田市という地域で女性が活躍 

できていない問題、つまり家から出て外で活躍できる女性が育ってい 

ないという点が、フォーラムのテーマと共通している課題なのではな 

いか。 

島田市内で、プライベートセクター（家庭内）ではなく、外できちん 

と意見を言う存在を作る・増やすことで、女性にも活躍できる場があ 

るということを、特に若い層に知ってもらう。 

そういう意味では、教育というところに繋がるのかもしれない。 

政治・経済というふうに縦に区切るのではなく、“世の中に出て意見を 
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言う女性、それを支える地域づくり”というのがテーマになるのでは 

ないか。 

最終的な目標は女性議員を発掘することだとしても、いきなりそこを 

目指すことは難しいので、いろんな場で意見を言える機会というのを、 

島田で生まれ育った若者に体験していただきたい。 

思い切って、対象者を高校生くらいまで拡大してはどうか。 

Ｅ 委 員：同感である。世界的な数値を見るのもいいが、島田の課題にフォーカ 

スした方が良いのではないか。 

今回の人材育成事業でも、自分の言葉で意見を言える人を、というの 

を目標にしていたはず。 

最近では起業する母親も多く、決して意見が言えないという人ばかり 

ではない。 

ただ、政治は自分には関係ないと思っている層が多いのではないか。 

そこを払拭できるものがあるとよい。 

Ａ 委 員：自分は委員になってからの任期が浅いので、これまでのことはよく分 

     からないが、子どもというのは、モデルがあってそれに近づきたいと 

     思うものだと考える。 

そのため、憧れの女性像（ロールモデル）があると良いのでは。 

数歩先を行くモデルを見て育っている人たちが、もう少し自分から発 

信できるようになっていくと良いのではないかと思う。 

Ｄ 委 員：ロールモデルが大事だという話が出た。 

ロールモデルというのは、雲の上の存在のような、とてもじゃないけ 

ど手が届かないという人が話しても意味がない。 

この人のやっていることなら、自分でもできるかもしれない。と感じ 

られるようなロールモデルが良い。 

地元にいる方々で、数歩先を行っているような人が参考になる。 

政治はハードルが高いが、地域活動なら、と思う女性・若者がいる。 

その実体験をロールモデルから伝えられれば良いのではないかと思う。 

  

 

以上をもって、閉会 


